














要約:

(1)慢性肺疾患患者の全国調査:NICU の拡充に伴う慢性肺疾患の発症数・種類の推移を明

らかにするため全国調査を実施し(1)出生体重特異 CLD 発症率の低下、(2)CLD 重症型(I、

Ⅲ)の滅少傾向などの結果を得た。

(2)専門施設医療内容の全国調査:慢性肺疾患の発症防止と早期治療に関わる医療内容を全

国調査し(1)肺に優しいとされる治療を採用した場合の CLD 発症率の減少傾向、 (2)症例

数の多い施設に CLD発症率の減少傾向、(3)多数施設に管理法改善の余地のあること、(4)

知識の普及の具体的措置の必要なことなどの結果を得た。

(3)慢性肺疾患の成因に関する基礎的研究: (1)O2-の産生機構(2)サーファクタントの役割

について研究を進め、臨床的に重要な酸素・サーファクタントの慢性肺疾患発症との関連

について新しい知見を得た。

(4)慢性肺障害発症予防の臨床開発的研究: (1)perfluorocarbon による新しい人工換気療

法の開発(2)デキサメサゾン早期投与療法(3)経鼻持続陽圧呼吸法についての研究によって

直ちに臨床適用が可能な技術的開発を行った。

(5)慢性肺疾患に関する Systematic  Review の実施:過去 5 年間の最新論文の系統的な検

討を行い、慢性肺疾患に関する科学的に根拠のある最新の知識をまとめた。

(6)上記を集大成して、実地に活用しやすい形で「新生児慢性肺疾患の診療指針」(ガイド

ライン)を作成した。本指針は広く配布予定である。


